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製品・システムの概要

先進性についての説明

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 1,230,000

工場・事業場当たりの想定省エネ率 ―

導入事例における費用対効果（年間）

58,320,000１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

33.8設備・システム当たりの想定省エネ率

www.showa-press.co.jp

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

株式会社　昭和

ハイスピードシリンダーとインバーター起動による省エネ油圧ジャンボプレス機

東京都江戸川区船堀2-23-21

紙、プラスチック等の圧縮梱包機

SW770型■HE■　■HP（ 一番目にＰあり：ピストンポンプ搭載製品）

エネルギー負荷設備(本体設備)

www.showa-press.co.jp

油圧ジャンボプレス機は、古紙全般及びプラスチック類を強力な圧縮力で約1/5に減容しま
す。運搬効率を高める為、減容後は巾1ｍ高さ1.1ｍ長さ1.8ｍのブロック状にします。従来の
性能はそのままで、電気料金を約30％以上削減が可能です。ピストンポンプ搭載機は導入価格
が170万円程度増加し、ランニング費用は30万円程増加しますが電気料金を更に10％程度削減
が可能です。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

本社（代）03-3689-0303

導入対象となる分野・プロセス

11.3

1.9

省エネ油圧ジャンボプレス機は、ハイスピードシリンダーにより処理能力を変える事無く油圧ユニットの小型化を実現してい
ます。このシリンダーは２種類の内径を持っていて、内径の違いでスピード重視と押しだす力重視の制御を使い分けることが
可能となっています。油圧ジャンボプレス機の動作は動き始めは大きな圧縮力は必要がなく、前進動作が終わる寸前で大きな
圧縮力が必要となる特性にマッチした物となっています。従来機でこのハイスピードシリンダーを装備すればより高い処理能
力となりますが、省エネとはならないため、動力源である油圧ユニットを小型化することとしました。これにより、電気の基
本料金の大幅削減が可能であります。また、従来大型モーターでは間欠運転を行うと起動電流がとても高い事から難しくアイ
ドリングストップが出来ませんでした。省エネ油圧ジャンボプレス機は大型モーターをインバーターで駆動する事により起動
電流が発生しないので細かなオンオフ運転であるアイドリングストップ運転が可能となっております。モーターの無駄なアイ
ドリング運転が無い事と、ピストンポンプを新たに採用し、流量調整の適正化により加圧時の流量ロスを極小にし効率を高
め、更なる省エネ運転が可能となります。

E.製造業 H.運輸業、郵便業



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野 対象設備・プロセス


